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　研究を終了しましたので、下記の通り報告します。
	成果の概要
　Abstract
（和文）

 QCDの第一原理計算である格子QCDにより、有限温度・密度でのハドロンの遮蔽質量の非摂動的計算を行った。化学ポテンシャルと温度の比をに関するテーラー展開法を使い、パイ中間子、ロー中間子、核子のチャンネルについて、密度依存性を調査した。アイソスカラー型、アイソベクトル型の化学ポテンシャルについて計算を行い、その振る舞いに大きな違いがあることが明らかになった。カイラル極限を調べるために、小さなクォーク質量領域までのシミュレーションを実行している。また、基礎データとして、密度ゼロでの遮蔽質量についての詳細な温度依存性が求められた。
（英文）

We Have studied screening masses of pi and rho mesons and nucleon at finite temperature and density using lattice　QCD simulations.  We employed the Taylor expansion technique with respect to mu/T where mu is a chemical potential and T is temperature.  We investigate the iso-scalar and iso-vecotr chemical potential cases.  They give very different effects on hadron screening masses.  We obtained also detailed temperature dependence of the screening masses at zero baryon density.
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